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篠
岡
神
社
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下末 天満天神社の桜(後ろは杉桧林) 

 

余
程
小
さ
な
境
内(

百
坪
未
満

な
ど)

で
な
い
限
り
、
殆
ど
の
神
社

に
は
森
が
あ
る
事
か
と
思
い
ま

す
。
一
般
に
は
「
鎮
守
の
杜
」、
専

門
的
に
は
「
社
叢
」
と
呼
び
ま
す
。

社
叢
の
植
生
は
地
域
に
よ
り
様
々

で
す
が
、
こ
の
地
域(

尾
張
地
方)

で
あ
れ
ば
、
現
在
は
ア
ベ
マ
キ
、

ク
ス
ノ
キ
等
の
広
葉
樹
が
一
般
的

で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。 

写
真
に
あ
る
上
末
八
幡
社
、
下

末
天
満
天
神
社
で
は
杉
や
ヒ
ノ
キ

が
多
く
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
こ
れ
は
戦
後
に
植
樹
を
し
た

も
の
で
す
。
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り

多
く
の
樹
木
が
な
ぎ
倒
さ
れ
た
事

か
ら
、
当
時
は
ま
だ
資
産
と
し
て

見
ら
れ
て
い
た
杉
や
ヒ
ノ
キ
＝
育

て
ば
社
殿
等
の
材
料
と
な
る
、
ま

た
は
売
れ
る
、
を
植
え
た
よ
う
で

す
が
、
そ
の
後
林
業
が
衰
退
し
、

ま
た
枝
打
ち
等
の
手
入
れ
も
い
つ

の
頃
か
ら
か
為
さ
れ
な
く
な
っ
た

の
で
、
現
在
と
な
っ
て
は
鬱
蒼
と 
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し
た
森
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
杉

や
ヒ
ノ
キ
を
神
社
で

使
え
る
木
材
と
す
る

に
は
、
杉
で
概
ね
五
十

～
百
年
、
ヒ
ノ
キ
で
百

～
二
百
年
の
年
月
が

掛
か
り
ま
す
。 

一
部
神
社
で
は
竹

林
が
あ
り
ま
す
が
、
孟

宗
竹
が
多
い
た
め
、
恐

ら
く
江
戸
時
代
後
期

以
降
、
こ
こ
百
年
程
度

で
繁
殖
し
て
し
ま
っ

た
物
が
多
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。 

写
真
に
あ
る
様
に

上
末
八
幡
社
と
下
末

天
満
天
神
社
に
は
立

派
な
桜
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
も
伊
勢
湾

台
風
後
杉
ヒ
ノ
キ
と

同
時
期
に
植
え
ら
れ 

発
行 

宮

司

 

加

藤

祐

佑 

〇
五
六
八‐

七
七‐

四
三
二
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
東
春
神
社
考
」  

 
た
と
思
わ
れ
る
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
が
多
く
、
近

年
植
え
替
え
の
時
期

を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
但
し
、
植
樹
当
時

は
低
か
っ
た
杉
ヒ
ノ

キ
が
日
光
を
遮
り
、
同

じ
場
所
に
植
え
て
も

中
々
成
長
し
な
い
と

言
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
最
上
段
に

「
現
在
は
」
と
記
し
た

よ
う
に
、
仮
に
数
百
年

そ
の
森
に
人
の
手
が

入
ら
な
い
と
、
原
生
林

化
す
る
事
も
あ
り
ま

す
（
極
相
林
）。 

 

こ
の
様
に
、
社
叢
、

鎮
守
の
杜
＝
神
社
の

木
々
も
、
長
い
歴
史
の

中
で
見
る
と
ゆ
っ
く

り
と
変
化
を
し
て
い

る
の
で
す
。 

神
社
と
社 し

ゃ

叢 そ
う

、
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

の
杜 も

り 

上末 八幡社の桜(後ろは杉桧林) 

 



祭
典
予
定 

 

四
月 

七
日 

兒
社
春
祭 

二
十
一
日
天
満
天
神
社
月
次
祭 

 

五
月 

六
日 

上
末
八
幡
社
祈
年
祭 

十
九
日 

天
満
天
神
社
歳
旦
祭 

 

六
月 

十
六
日 

上
末
八
幡
社
早
苗
饗 

二
十
三
日
池

之

内

八

幡

神

社

早

苗

饗 

 

天
満
天
神
社
早
苗
饗 

 

七
月 

二
十
一
日
三
明
神
社
雲
霞
祭 

 

天
満
天
神
社
月
次
祭 

 

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
最
新
の
予
定
及
び
詳
細

な
時
間
は
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
下

さ
い
。 

      

お
知
ら
せ 

 

下
末
マ
ル
シ
ェ
に
つ
い
て 

 

三
月
二
十
三
日(

土)

、
下
末
の

天
満
天
神
社
に
て
「
こ
ど
も
マ
ル

シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
公
式
サ
イ
ト
お
知
ら
せ
を
ご

覧
頂
く
か
、
お
知
ら
せ
に
記
載
の

主
催
者
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

(
下
末
区
で
は
お
知
ら
せ
を
別
途

回
覧
済)
。 

※
本
紙
を
ご
覧
に
な
る
頃
に
は
開

催
済
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
不
定
期
の
行
事
に
つ
い
て
の
詳

細
情
報
は
、
公
式
サ
イ
ト
に
て
ご

確
認
下
さ
い
。 

 

兒
社
春
祭
り
に
つ
い
て 

 

大
山
兒
社
（
ち
ご
の
み
や
）
の

春
祭
り
は
、
四
月
七
日(

日)

に
執

り
行
い
ま
す
。
当
日
は
十
時
～
十

四
時
頃
迄
、
お
子
さ
ん
の
生
育
祈

願
を
主
と
し
た
祈
祷
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。 

 

桜
の
見
頃
に
つ
い
て 

 

本
年
は
三
月
中
旬
以
降
寒
い
日

が
多
く
、
現
時
点
（
三
月
十
五

日
）
で
は
ま
だ
つ
ぼ
み
も
ま
ば
ら

で
す
。
桜
の
見
頃
は
例
年
通
り
又

は
そ
れ
よ
り
や
や
遅
い
、
四
月
第

二
週
の
前
半
頃(

六
日
～)

に
な
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

所
謂
「
お
花
見
」
に
つ
い
て 

 

神
社
境
内
に
お
け
る
お
花
見
、

ま
た
そ
の
際
に
多
少
の
飲
食
を
す

る
事
は
制
限
を
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
の
火
気
厳

禁
は
当
然
の
事
と
し
て
、
ゴ
ミ
等

も
全
て
お
持
ち
帰
り
頂
く
事
、
ま

た
参
拝
者
や
他
の
方
の
迷
惑
と
な

ら
な
い
境
内
の
利
用(

車
の
駐
車

方
法
等)

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
れ
ら
が
守
ら
れ
な
い
場
合
、
境

内
の
使
用
及
び
車
の
進
入
に
つ
き

制
限
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 
掲
示
板
設
置
に
つ
い
て 

 

下
末
天
満
天
神
社
拝
殿
や
や
東

に
、
掲
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

み
く
じ
掛
け
設
置
に
つ
い
て 

 

掲
示
板
と
同
じ
く
下
末
天
満
天

神
社
拝
殿
東
に
、
み
く
じ
掛
け
を

設
置
致
し
ま
し
た
。
お
正
月
は
一

月
十
日
頃
ま
で
、
そ
の
他
の
時
期

も
行
事
の
際
、
又
は
不
定
期
で
お

み
く
じ
箱
を
設
置
致
し
ま
す
。 

 

各
種
祈
祷
に
つ
い
て 

 

お
宮
参
り
、
七
五
三
、
交
通
安

全(

車
の
お
祓
い)

等
の
ご
祈
祷
を

ご
希
望
の
方
は
、
公
式
サ
イ
ト
よ

り
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
下
末

の
天
満
天
神
社
で
は
毎
月
恒
例
祭

典
を
斎
行
し
て
い
る
の
で
、
祭
典

に
合
わ
せ
て
、
祭
典
日
以
外
で
ご

希
望
の
場
合
は
日
時
を
調
整
の
上

お
受
け
致
し
ま
す
。 

 

御
朱
印
に
つ
い
て 

 

現
在
、
上
末
八
幡
社
及
び
下
末

天
満
天
神
社
に
お
い
て
、
御
朱
印

の
用
意
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
事
前
に
ご
連
絡
の
上
、
祭
典

日
に
合
わ
せ
、
又
は
日
程
調
整
の

上
お
受
け
下
さ
い
。
常
駐
は
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
事
前
の
ご
連
絡
が

な
い
場
合
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

公
式
サ
イ
ト
コ
ラ
ム
に
つ
い
て 

当
職
公
式
サ
イ
ト
に
お
い
て
、

月
に
一
回
コ
ラ
ム
を
配
信
し
て
い

ま
す
。
神
社
に
関
す
る
知
識
を
主

と
し
て
記
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
下
さ
い
。
ま
た
、
ご
興
味
お
あ

り
の
分
野
等
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
よ

り
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

次
回
発
行
予
定
に
つ
い
て 

「
篠
岡
神
社
報
」
次
号0

0
5

号

は
、
七
月
中
旬
頃
発
行
予
定
で

す
。 

 


